
　平和学習で長崎市を訪れる者として、知っておくべきことを資料として提供します。これ

までの学習の復習になりますが、史実をしっかり把握して現地を訪れることがたいせつです

ね。№１０・№１１を読み込み、長崎市に関する知識を蓄えたうえで被爆者の講演を聞き、

平和学習を実のあるものにしていきましょう。
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　１９４５年（昭和２０）８月９日、午前１１時２分、長崎市の上空で原子爆弾が炸裂しました。瞬

時のうちに多数の尊い命が奪われ、想像を絶する打撃を受けた長崎のまち。この悲惨なできごとが二

度と繰り返されることのないよう、長崎への旅を機会に、被爆の実相を知り、平和の大切さを学んで

みましょう。

　広島に原爆が投下された３日後の８月９日、長崎は真夏の太陽が照りつける熱い日でした。

「ピカッ！……ドーン」目を覆う閃光と強烈

な熱線、そして爆風。この瞬間、長崎のまち

は死のまちと化したのです。

長崎型原爆：ファットマン 被爆３日後の長崎の町（米軍撮影）

浦上天主堂遺壁 米軍機が投下したビラ

　原爆という突発的な大惨事は、長崎のまち

に壊滅的な打撃を与えました。爆心地付近の

建物は完全に燃え尽き、瓦礫（がれき）と化

しました。人々の体にも熱線は降り注ぎ、通

常の火傷では考えられないほどの被害をもた

らしました。鉄橋をゆがませ、鉄筋コンクリ

ートの建物さえ押しつぶす爆風が、人々を吹

き飛ばし、散弾のような無数のガラスや木片

を全身に浴びせたのです。
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※当時の長崎市の人口約２４万人

　１万８４０９戸

長崎に投下された原爆のキノコ雲（松田弘道氏撮影）溶けた６本の瓶 女子学生の弁当箱

長崎放送局より見た長崎市街

（小川虎彦氏撮影）

柱時計

　７万３８８４人

　７万４９０９人

１２万０８２０人

　生き残った医師や看護婦らによって

救護活動が始まりましたが、器材や薬

品の不足で応急処置もままならない状

況でした。さらに、原爆の脅威は、被

爆時は無傷でもその後、さまざまな症

状を呼び起こし、大多数の人を死へと

追いやった恐ろしいもの、放射線です。

細胞を破壊し、体の奥深くを傷つける

放射線による障害の苦しみは、被爆か

ら５０年以上経った今もまだ続いてい

ます。長崎のまちには、被爆当時を色

濃く残す史跡や遺構が多くあります。

これらを見学するなかで、原爆を歴史

上の遠いできごととしてではなく、今

なお続く苦しみの元凶であり、絶対に

二度とあってはならない惨禍だととら

えて、原爆の恐ろしさと平和の大切さ

を感じ取ってください。如己堂
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